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【目 的】 
聴神経腫瘍におけるガンマナイフ治療は、小～中等程度の腫瘍体積の腫瘍に対
してよい治療適応のひとつとして定着しつつある。近年、0.1mmレベルでの自動
照射位置設定システム術の発展に伴い、この腫瘍に対するガンマナイフ治療で
の好成績が多数報告されている。しかし治療後の聴力温存率に関しては今日で
もなお大きな課題であり、文献的に 3年 47-77%、5年 28-64%、10年 23-45%と報
告される。本研究の目的は聴神経腫瘍に対するガンマナイフ治療後の聴力温存
に関連する因子を評価することである。 
【対象および方法】 
2005年 1月から 2010年９月にかけて当院でガンマナイフを施行した 141症例の
うち、治療後最低２年間以上追跡できた症例、かつ脳幹や主要な各脳神経(主に
三叉神経、顔面神経、聴神経)、蝸牛への照射線量が 14、12、4Gy以下となって
いる 102症例を対象とした。 
【結 果】 
追跡期間平均 55 ヶ月、腫瘍制御率は 92%、顔面神経機能温存率 99%、治療後聴
力温存率は 70%であった。特に治療前に有効聴力を認めていた 49例の中では 28
例(57%)に治療後の最終診察時で聴力温存が確認された。治療後の聴力温存に対
する各因子について評価を行ったが、治療前の聴力レベル、腫瘍サイズ、内耳
道底への腫瘍進展の有無、腫瘍発生源、嚢胞成分含有の有無、また蝸牛への照
射線量のいずれにおいても有意な差は認められなかった。 
【考 察】 
治療後の聴力低下に関しては、蝸牛への照射線量が最も影響が高いとされてい
る。しかし、その関連性が低いとする文献も複数あり、治療後聴力低下のメカ
ニズムは現在も解明されていない。また本研究は内耳道底への腫瘍進展に関し
ても調査したが、治療前の段階での聴力に対しては有意差を認めるも、治療後
の聴力低下では腫瘍進展が有る群でその傾向を認めるにとどまった。ただ聴神
経腫瘍に対する治療方法としては、複数の文献から腫瘍コントロール率、聴力
温存率の観点でガンマナイフ治療が最も期待できる結果であった。 
【結 論】 
本研究の結果から、聴力低下の原因は未だ不明であるも、ガンマナイフ治療後、
半数以上の症例がその後も有効聴力を維持することが可能となったと言える。 
